
平 成 29 年
３月24日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

山
口
県
公
有
財
産
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
管
財
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
県
民
生
活
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
技
術
管
理
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

山
口
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
変
更
の
公
表
（
政
策
企
画
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
の
指
定
（
環
境
政
策
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
施
術
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

保
安
林
指
定
施
業
要
件
の
変
更
（
下
関
市
）
（
森
林
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
一
〇
件
）
（
砂
防
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
一
〇
件
）
（
砂
防
課
）

九
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

一
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
会
計
課
）

一
三

…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
商
政
課
）

一
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
（
農
村
整
備
課
）

一
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
安
委
規
則

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
安
委
規
程

山
口
県
公
安
委
員
会
公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

一
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
公
安
委
員
会
が
行
う
聴
聞
等
の
主
宰
者
の
指

名
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

一
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

山
口
県
公
有
財
産
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
一
号

山
口
県
公
有
財
産
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
公
有
財
産
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
行
政
財
産
の
貸
付
け
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
で
あ
る
土

地
」
を
削
り
、
「
こ
れ
」
を
「
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
二
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
山
口
県
規
則
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
中
「
仮
認
定
」
を
「
特
例
認
定
」
に
改
め
、
同
条
中
「
仮
認
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
仮
認
定
申
請
書
」
を
「
特
例
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
特
例
認
定
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
主
た
る
」
を
削
り
、
「
山
口
市
又
は
防
府
市
の
区
域
内
で
あ

る
」
を
「
一
の
県
民
局
の
所
管
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
合
以
外
の
」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
の
添
付
書
類
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

3
定
款
の
変
更
を
議
決
し
た
社
員
総
会
の
議
事
録
の
謄
本

一
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4
変
更
後
の
定
款

別
記
第
十
二
号
様
式
の
⟹裏
中「

仮
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」

を「
特
例
認
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
」

に
改
め
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中「

仮
認
定
」

を「
特
例
認
定
」

に
改
め
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
中「

仮
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
仮
認
定
申
請
書
」

を「
特
例
認
定
特
定
非

営
利
活
動
法
人
特
例
認
定
申
請
書
」

に
、「

仮
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
仮
認
定
」

を「
特
例
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
特
例
認
定
」

に
、「

仮
認
定
の
」

を「
特
例
認
定
の
」

に
改
め
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
中「

仮
認
定
」

を「
特
例
認
定
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し

書
の
改
正
規
定
及
び
別
記
第
五
号
様
式
の
添
付
書
類
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
三
号

山
口
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
工
事
執
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
山
口
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
十
四
条
第
十
項
、
第
四
十
六
条
第
三
項
及
び
第
五
十
一
条
中
「
年
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を

「
年
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

⚑

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

⚒

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
九
十
三
号

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
山

口
県
土
地
利
用
基
本
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
次
の
要
領
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

計
画
の
変
更
の
内
容

㈠

変
更
の
要
旨

山
口
県
土
地
利
用
基
本
計
画
図
の
う
ち
、
都
市
地
域
、
森
林
地
域
及
び
自
然
公
園
地
域
の
一
部

を
変
更
し
た
。

㈡

変
更
に
係
る
市
町
の
区
域

下
関
市
、
山
口
市
、
周
南
市
及
び
大
島
郡
周
防
大
島
町
の
区
域

㈢

変
更
の
詳
細

縦
覧
に
供
す
る
変
更
後
の
山
口
県
土
地
利
用
基
本
計
画
図
の
と
お
り

二

縦
覧
の
場
所

山
口
県
総
合
企
画
部
政
策
企
画
課
並
び
に
関
係
市
役
所
及
び
周
防
大
島
町
総
務
部
政
策
企
画
課

山
口
県
告
示
第
九
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

岩
国
市
灘
町
一
の
一
の
一
部

二

特
定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物 二
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山
口
県
告
示
第
九
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
を
受
け
た
施
術
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
施
術
所
を
廃
止
し
た

旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

施
術
者
の

氏
名

施

術

所

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

和
田

拓
也

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

や
わ
ら
ぎ
整
骨
院
船

木
院

宇
部
市
大
字
船
木
六
六
七
の
一
〇

平
成
二
九
、

二
、
二
八

山
口
県
告
示
第
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
北
町
大
字
粟
野
字
才
ケ
瀬
一
の
一
、
一
の
二
、
二
の
一
、
二
の
二
、
三
の
一
、
三
の

二
、
四
の
一
、
四
の
二
、
字
才
ケ
瀬
花
子
四
の
三
、
字
新
三
郎
八
〇
四
の
一
、
八
〇
四
の
四
、
八
〇

五
の
一
、
字
蓋
ノ
井
山
八
二
二
の
一
か
ら
八
二
二
の
三
ま
で
、
八
二
八
の
一
か
ら
八
二
八
の
四
ま

で
、
八
二
八
の
九
か
ら
八
二
八
の
一
三
ま
で
、
字
岳
八
三
〇
、
八
三
四
の
一
、
字
下
柳
一
一
八
二
の

一
、
一
一
八
三
の
一
、
一
一
八
三
の
二
、
一
一
八
四
の
一
、
一
一
八
四
の
二
、
字
本
谷
一
二
五
七
、

一
二
五
八
の
一
か
ら
一
二
五
八
の
八
ま
で
、
一
二
五
九
、
字
迫
ノ
田
一
二
六
〇
、
一
二
六
一
、
字
家

ノ
上
一
二
六
二
、
一
二
九
三
の
一
、
一
二
九
三
の
二
、
一
二
九
四
、
字
上
ケ
原
一
二
六
三
、
字
現
吾

尻
一
二
六
四
、
字
山
ノ
口
一
二
六
五
の
一
、
一
二
六
六
、
字
折
橋
一
二
六
七
、
一
二
六
九
、
一
二
七

一
の
一
か
ら
一
二
七
一
の
三
ま
で
、
二
九
七
七
、
二
九
八
〇
、
字
掛
ノ
岬
一
二
七
〇
、
字
政
ノ
浴
一

二
七
三
、
一
二
七
四
、
二
五
八
四
の
一
、
二
五
八
四
の
二
、
字
川
平
一
二
八
一
の
一
、
一
二
八
一
の

二
、
一
二
八
二
、
字
足
河
内
一
二
八
八
、
一
二
八
九
の
一
か
ら
一
二
八
九
の
四
ま
で
、
一
二
九
〇
の

一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
二
九
〇
の
二
か
ら
一
二
九
〇
の
一
三
ま
で
、
一
二
九
一

の
一
、
字
白
沼
田
二
八
四
二
、
豊
北
町
大
字
田
耕
字
奥
畑
五
九
一
の
一
、
五
九
一
の
四
か
ら
五
九
一

の
一
〇
ま
で
、
字
白
滝
淵
ノ
口
一
九
三
〇
の
一
か
ら
一
九
三
〇
の
八
ま
で
、
一
九
三
〇
の
一
二
、
一

九
三
〇
の
一
六
、
一
九
三
〇
の
一
八
か
ら
一
九
三
〇
の
三
四
ま
で
、
字
白
滝
一
九
三
一
の
二
、
一
九

三
一
の
一
〇
か
ら
一
九
三
一
の
一
三
ま
で
、
一
九
三
一
の
二
〇
か
ら
一
九
三
一
の
三
八
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関
市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
浦
町
大
字
厚
母
郷
字
山
す
げ
三
の
一
〇
四
、
三
の
一
〇
五
、
三
の
一
一
〇
、
三
の
一
一

一
、
三
の
一
六
六
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
三
の
一
六
七
、
三
の
一
六
九
、
三
の
二
〇

一
、
三
の
二
〇
五
、
一
四
の
三
、
字
大
休
庵
一
二
の
一
二
、
二
三
の
二
、
二
三
の
三
、
豊
浦
町
大
字

宇
賀
字
水
な
し
一
七
五
七
の
一
、
一
七
五
七
の
二
、
字
入
野
三
六
二
二
、
字
水
無
四
〇
九
七
の
一
か

ら
四
〇
九
七
の
三
ま
で
、
四
一
〇
〇
の
一
か
ら
四
一
〇
〇
の
三
ま
で
、
四
一
〇
二
の
一
か
ら
四
一
〇

二
の
三
ま
で
、
四
一
〇
三
、
四
一
〇
四
、
四
一
〇
五
の
一
か
ら
四
一
〇
五
の
三
ま
で
、
四
一
〇
六
の

一
、
四
一
〇
六
の
二
、
豊
北
町
大
字
阿
川
字
岳
山
一
七
四
の
一
、
一
七
四
の
二
八
、
一
七
四
の
二
九

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
四
の
三
〇
、
豊
北
町
大
字
北
宇
賀
字
後
ケ
谷
四
九
三
、

四
九
四
、
字
市
右
エ
門
峠
四
九
六
、
字
葉
山
四
八
九
、
一
三
二
七
、
一
三
二
八
の
一
か
ら
一
三
二
八

の
三
ま
で
、
一
三
二
九
か
ら
一
三
三
一
ま
で
、
字
下
リ
葉
山
尻
一
一
八
六
の
一
、
字
大
平
ノ
浴
一
一

八
九
の
一
、
字
杢
路
子
ケ
浴
三
五
九
二
の
一
、
三
五
九
二
の
三
、
豊
北
町
大
字
田
耕
字
広
河
原
一
二

八
三
、
字
藤
ケ
葉
山
一
二
九
〇
の
一
か
ら
一
二
九
〇
の
四
ま
で
、
一
二
九
一
、
五
五
二
五
の
一
、
五

五
二
五
の
二
、
五
五
二
五
の
五
、
五
五
二
八
、
五
五
二
九
の
一
、
五
五
二
九
の
二
、
五
五
三
〇
、
五

五
三
三
の
一
、
五
五
三
三
の
二
、
五
五
三
四
の
一
か
ら
五
五
三
四
の
三
ま
で
、
五
五
三
五
、
字
平
山

一
二
九
九
、
一
三
〇
一
、
豊
北
町
大
字
粟
野
字
小
野
一
三
九
一
か
ら
一
三
九
三
ま
で
、
一
三
九
五
、

一
三
九
七
、
一
四
〇
一
、
三
一
五
四
、
三
一
五
五
、
字
安
崎
西
二
〇
三
二
の
七
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）
、
二
〇
三
二
の
八
、
二
〇
三
二
の
九

二
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二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

下
関
市
豊
浦
町
大
字
厚
母
郷
字
山
す
げ
三
の
一
一
〇
・
三
の
一
一
一
・
三
の
一
六
六
（
以
上

三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
三
の
一
六
七
、
三
の
一
六
九
、
三
の
二
〇

一
、
三
の
二
〇
五
、
豊
北
町
大
字
阿
川
字
岳
山
一
七
四
の
一
、
一
七
四
の
二
八
、
一
七
四
の
二

九
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
四
の
三
〇
、
豊
北
町
大
字
粟
野
字
安
崎
西
二
〇

三
二
の
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
〇
三
二
の
八
、
二
〇
三
二
の
九

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関
市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
北
町
阿
川
字
岳
山
一
七
四
の
一
、
一
七
四
の
二
八
、
一
七
四
の
二
九
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
四
の
三
〇
、
豊
北
町
大
字
粟
野
字
安
崎
西
二
〇
三
二
の
七
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
〇
三
二
の
八
、
二
〇
三
二
の
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
関
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
下
関
市
農
林
水
産
振
興
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
九
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

宇
賀
山
陽
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

下
関
市
大
字
小
月
町
字
札
ノ
尾
二
一
〇
の

一
地
先
か
ら

同
市
菊
川
町
大
字
下
大
野
字
洗
川
四
七
六

の
二
地
先
ま
で

旧

最
狭

六
・
〇

最
広

二
七
・
〇

六
三
九
・
〇

新

最
狭

一
三
・
二

最
広

三
一
・
六

六
二
八
・
五
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

山
口
県
告
示
第
九
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課

に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

四
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県

道

宇
賀
山
陽
線

下
関
市
大
字
小
月
町
字
札
ノ
尾
二
一
〇
の
一
地
先
か
ら

同
市
菊
川
町
大
字
下
大
野
字
洗
川
四
七
六
の
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年
三
月

二
十
五
日

山
口
県
告
示
第
九
十
九
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

二
ノ
瀬
地
区

二

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号

と
九
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

市

名

大

字

名

字

名

地

番

標

柱

番

号

下

松

市

河

内

小

原

一
一
一
〇
の
一

一
号

〃

〃

二

ノ

瀬

七
七
七

二
号

〃

〃

石

仏

一
一
一
四
の
三

三
号

〃

〃

〃

一
一
一
四
の
一

四
号

〃

〃

二

ノ

瀬

七
七
二
の
四
地
先

五
号

〃

〃

〃

七
七
二
の
一

六
号

〃

〃

〃

七
七
三
の
六

七
号

〃

切

山

屋
祢
ノ
内

四
七
の
三

八
号

〃

河

内

二

ノ

瀬

七
七
五
の
一

九
号

山
口
県
告
示
第
百
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
一
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
五
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

江
崎
㈠
⑼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
百
三
十
八
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

徳
地
串
㈠
⑼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

徳
地
岸
見
㈡
⒃
、
徳
地
山
畑
㈡
⑻

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

四
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三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

河
内
㈠
⒂
、
河
内
㈠
⚦

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

生
野
屋
南
㈡
⑹

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

水
の
上
町
㈠
⑴
、
吉
敷
佐
畑
㈠
⑴

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
六
十
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
東
徳
佐
上
㈠
⑶

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
東
篠
目
㈡
⑿

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部
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道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
百
八
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
東
嘉
年
上
㈠
⑴

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
知
須
㈠
⑼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
八
十
一
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解

除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

周
東
町
祖
生
㈠
⚳

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

湯
野
㈡
⛲

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲
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次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解

除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

大
島
㈠
⑺
、
徳
山
㈠
⚼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

安
田
㈠
⑸

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

江
崎
㈠
⑼
、
水
の
上
町
㈠
⑴
、
吉
敷
佐
畑
㈠
⑴
、
徳
地
串
㈠
⑼
、
阿
知
須
㈠
⑼
、
阿
東
嘉
年
上
㈠

⑴
、
阿
東
徳
佐
上
㈠
⑶

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

徳
地
岸
見
㈡
⒃
、
徳
地
山
畑
㈡
⑻
、
阿
東
篠
目
㈡
⑿

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部
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道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

河
内
㈠
⒂
、
河
内
㈠
⚦

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

生
野
屋
南
㈡
⑹

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

周
東
町
祖
生
㈠
⚳

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

大
島
㈠
⑺
、
徳
山
㈠
⚼
、
安
田
㈠
⑸

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

湯
野
㈡
⛲

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
一
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

江
崎
㈠
⑼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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山
口
県
告
示
第
百
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
百
三
十
九
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

徳
地
串
㈠
⑼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

徳
地
岸
見
㈡
⒃
、
徳
地
山
畑
㈡
⑻

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

河
内
㈠
⒂
、
河
内
㈠
⚦

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

生
野
屋
南
㈡
⑹

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

水
の
上
町
㈠
⑴
、
吉
敷
佐
畑
㈠
⑴

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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山
口
県
告
示
第
百
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
六
十
一
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
東
徳
佐
上
㈠
⑶

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
東
篠
目
㈡
⑿

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
百
八
十
八
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
東
嘉
年
上
㈠
⑴

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
七
年
山
口
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

阿
知
須
㈠
⑼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
八
十
二
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
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お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

周
東
町
祖
生
㈠
⚳

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
二
年
山
口
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

湯
野
㈡
⛲

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

土
石
流

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
十
一
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

大
島
㈠
⑺
、
徳
山
㈠
⚼

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次

の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

安
田
㈠
⑸

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一
二

山 口 県 報 （定期） 第 2846 号平成29年３月24日 金曜日



山
口
県
告
示
第
百
二
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定

す
る
。平

成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

江
崎
㈠
⑼
、
水
の
上
町
㈠
⑴
、
吉
敷
佐
畑
㈠
⑴
、
徳
地
串
㈠
⑼
、
阿
知
須
㈠
⑼
、
阿
東
嘉
年
上
㈠

⑴
、
阿
東
徳
佐
上
㈠
⑶

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
山
口
市
都
市
建
設
部

道
路
河
川
建
設
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

河
内
㈠
⒂
、
河
内
㈠
⚦

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

周
東
町
祖
生
㈠
⚳

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
岩
国
市
都
市
建
設
部

河
川
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

大
島
㈠
⑺
、
徳
山
㈠
⚼
、
安
田
㈠
⑸

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
周
南
市
建
設
部
河
川

港
湾
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
二
号

山
口
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年
山
口
県
告
示
第
四
百

六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一
の
表
中
「
〃

大
内
御
堀

一
三
〇
〇

」
を
「
〃

大
内
千
坊

六
丁
目
八
番
一
〇

号

」
に
改
め
る
。

一
二
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公

告

（
八
七
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
大
規
模
小
売
店
舗
に
関
す
る
届
出
に
係
る
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

当
該
届
出
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
、
山
口
県
商
工

労
働
部
商
政
課
及
び
岩
国
市
産
業
振
興
部
商
工
振
興
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

平
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

所
在
地

岩
国
市
南
岩
国
町
二
丁
目
七
六
番
二
七
号

二

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

住

所

代
表
者
の
氏
名

十
川

秀
子

大
阪
府
枚
方
市
茄
子
作
一
丁
目
四
〇
番
四
号

十
川

孝
之

〃

〃

北
楠
葉
町
二
番
八
号

十
川

尚
之

〃

〃

岡
山
手
町
一
五
番
二
五
号

油
屋

正
義

岩
国
市
横
山
三
丁
目
二
番
二
三
号

油
屋
ひ
ろ
子

〃

横
山
一
丁
目
一
番
四
号

株
式
会
社
岩
崎
宏
健
堂

周
南
市
下
一
の
井
手
五
六
三
六
の
五

冨
永

幸
朗

株
式
会
社
中
央
フ
ー
ド

防
府
市
大
字
江
泊
一
九
三
六

上
野

明
弘

三

変
更
に
係
る
事
項
の
概
要

変
更
に
係
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称

変

更

前

変

更

後

大
規
模
小
売
店
舗
の

名
称

（
仮
称
）
平
田
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

平
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

大
規
模
小
売
店
舗
を

設
置
す
る
者
の
住
所

岩
国
市
尾
津
町
五
丁
目

一
一
番
一
号

防
府
市
大
字
江
泊
一
九

三
六

大
規
模
小
売
店
舗
に

お
い
て
小
売
業
を
行

う
者
の
住
所

株
式
会
社
中
央
フ
ー
ド

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日

五

変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日

（
八
八
）
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了

次
の
と
お
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
業
の
名
称

県
営
平
生
中
央
地
区
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業

二

工
事
完
了
の
時
期

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

公
安
委
員
会

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
三
課
」
を
「
四
課
」
に
、
「
生
活
安
全
企
画
課
」
を
「
生
活
安
全
企
画
課

人
身
安
全
対
策
課
」
に

改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
、
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
に
人
身
安
全
対
策
室
を
、
生
活
安
全
部
生

活
環
境
課
に
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
室
を
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
警
務
課
に
関
す
る
部
分
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

警
務
警
察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
二
項
生
活
安
全
企
画
課
に
関
す
る
部
分
中
第
四
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第

二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
四

山 口 県 報 （定期） 第 2846 号平成29年３月24日 金曜日



二

生
活
安
全
警
察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
二
項
生
活
安
全
企
画
課
に
関
す
る
部
分
中
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
二

号
を
第
五
号
と
し
、
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
七
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
部
分
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

人
身
安
全
対
策
課

一

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
施
行

に
関
す
る
こ
と
。

二

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第

三
十
一
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

三

子
供
及
び
女
性
の
人
身
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

四

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
施
行
に
関
す
る

こ
と
。

五

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年

法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

六

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

七

行
方
不
明
者
発
見
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

八

酩め
い

酊て
い

者
、
行
方
不
明
者
、
迷
い
子
そ
の
他
の
応
急
の
救
護
を
要
す
る
者
の
保
護
に
関
す
る
こ

と
。

九

酒
に
酔
つ
て
公
衆
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律

第
百
三
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
三
項
地
域
企
画
課
に
関
す
る
部
分
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

地
域
警
察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
五
項
交
通
企
画
課
に
関
す
る
部
分
第
二
号
中
「
交
通
に
関
す
る
調
査
及
び
」
を
「
交
通
警

察
の
運
営
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
公
安
課
に
関
す
る
部
分
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前

各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
部
分
第
五
号
と
し
、
同
部
分
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三

号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

警
備
警
察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
公
安
委
員
会
規
程
第
二
号

山
口
県
公
安
委
員
会
公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
公
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
口
県
公
安
委
員
会
公
文
書
取
扱
規
程
（
平
成
十
三
年
山
口
県
公
安
委
員
会
規
程
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

山
口
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
三
年
山
口
県
条
例
第
四
十
三
号
。
以
下
「
個
人
情
報
保

護
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
、
個
人
情
報
保
護
条
例
第
二

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訂
正
の
請
求
又
は
個
人
情
報
保
護
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
利
用
の
停
止
、
消
去
若
し
く
は
提
供
の
停
止
の
請
求
が
あ
っ
た
も
の

個
人
情
報
保
護

条
例
第
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
の
決
定
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
間

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
公
安
委
員
会
規
程
第
三
号

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
公
安
委
員
会
が
行
う
聴
聞
等
の
主
宰
者
の

指
名
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
公
安
委
員
会

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
公
安
委
員
会
が
行
う
聴
聞
等
の
主
宰

者
の
指
名
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
公
安
委
員
会
が
行
う
聴
聞
等
の
主
宰
者
の

指
名
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
二
年
山
口
県
公
安
委
員
会
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

山
口
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
人
身
安
全
対
策
課
長

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
四
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